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▼表3.書簡数の年次推移と項目別数量

年別計

項別目計

3 構造躯体と住居単位のジョイント部材製造

Ⅲ キッチン設備 ※

床面の支持部材であり、住戸床構造との絶縁体と

なる固定音の伝播を防ぐ｢鉛ボックス｣を含む

1 2次構造部材である住居単位の床構造の部材製造

Ⅱ 床構造の検討・部材製造 ※

2 折曲げ薄鋼板製の中空梁の製造

Ⅳ 住居内メゾネット用階段の設計・製造・施工 ※

1 食器洗い用シンクのフイルターと石鹸受け

2 作業台の仕上げ開発と制作

▼表1.国内外文献記載の協同

Ⅵ 異なる技術間のコーディネーション

Ⅶ 異種材料の接合に関する技術へのアドバイス

Ⅰ 計画初期段階での技術的アドバイス

Ⅴ モデル・ルームの内装及び家具製作

1 構造躯体の検討（鉄骨かRCか）

1 金属製脚の木製天板テーブル

2 木製のアームチェア－｢ヴィジター｣

2 ｢ボトル｣と｢ワインボトル棚｣構造アイデアへの技

術的アドバイス ※

室内メゾネット用

エントランスからポンプ室へのタラップ *

4

23A

13

12D

12E

石鹸受け *

琺瑯引きシャワー用容器 *

協同項目

12B

-

屋上庭園内エレベータ機械室への階段 *

階段

金属製ドアと附属部品 *

金属部品 *

工区事分

浴室

計画初期段階でのアドバイス

床金属製床構造

幼稚園内の家具 *

キッチン設備

* 新たに確認された項目※ 参考資料として書簡の記載のあるもの

年

1.研究の背景・目的

　当研究室は、フランスにおける建築の量産・工業化の過程

を明らかにする事を目的とし、ル・コルビュジエ(1887-

1965,architect,以下LC)と、ジャン･プルーヴェ(1901-

1984,constructeur,以下JP)の協同に着目した研究を行って

きた。昨年度は、ル・コルビュジエ財団（以下FLC）アーカイブ

より抽出した両者の往復書簡全769通の整理を行い、書簡往

復の主題となっているプロジェクトと年次の書簡数の割出

を行った。また書簡から割出されたプロジェクトで、『モデ

ュロールⅡ』においても建物全部が協同でなされたと著さ

れる、ドンクール飛行クラブを対象に研究
註1)

を行った。

 本研究では、LCが『モデュロールⅠ』において｢モデュロール

の最初の試みである｣と述べ、『モデュロールⅡ』においては、

JPとの協同を著している、マルセイユのユニテ・ダビタシオ

ン（以下ユニテ）を研究対象とし、両書出版の間に交わされ

た書簡整理を通して、協同の一端を把握する事を目的とする。

2．研究方法

2-1.文献調査

　ユニテが完成に至るまでの経緯の把握、及び、協同に関す

る既存資料の収集を目的として、ユニテについて著された

国内・国外文献の調査を行う。

2-2.往復書簡の整理

　昨年度、FLC保管の文書資料より、年代・人物・プロジェク

トの項目から抽出した両者の往復書簡全769通について、年

代・人物分類の書簡を含めたプロジェクトごとの再分類を

行った。その中から、ユニテをめぐる往復書簡475通を抜き

出し、プロジェクト名（ユニテ）で抽出された書簡は、その詳

細を記すFLCの枝題目から、年代・人物の項目で抽出された

書簡は、書簡上に一般書式として記載されている｢目的

(objet)｣をもとに、全体を協同の項目別・時系列に整理を行

う。更に、全書簡の構成を年次数量の変遷と項目別の割合に

ついて把握し、書簡要約を項目別にまとめ、協同の位置付け

を目的としたユニテ建設と協同項目の過程の比較を行う。

3.研究内容

3-1．文献調査

　邦文によるもの14文献
註2）

、英文によるもの3文献
註3）

、仏文

によるもの7文献
註4）

の調査を行った。これらは、11文献
註5）

が、

LCの視点、12文献
註6)

がJPの視点によって著されているが、協

同について詳細に述べていたのは、JP視点の文献であった。

著述の参考資料として、FLCの書簡を挙げている文献もあり、

それを含め、JPの視点による内容を記した（表1）。ユニテ建

築の経緯については、２冊の英・仏文献
註7)

において、LCへの

設計依頼から落成式までの年表が掲載されており、その翻

訳と内容の照合により年表を作成した（表2）。

3-2.往復書簡の整理

3-2-1.書簡の構成

　FLCの整理番号から抽出した、総数475通の往復書簡は、別

項目の番号での重複が見られ、実質総数は446通であった。

書簡は、総体的に、その工事名と｢工事区分番号(lot)｣を持っ

た、入札発注による工事に関する書簡、及び、その他、番号を

持たない、直接発注の製品製造やユニテの計画段階の書簡に

二分され、更に、それぞれが、6項目と5項目に区別された。そ

の中で、工事区分4,｢金属床構造｣の書簡が7割を占め、1949年

に集中していた（表3）。要約によって明らかとなった各項目

の概要を、年表にまとめた（表4）。

■項目別書簡の詳細

・｢計画初期段階のアドバイス｣：LCの要望により、JPは｢ボト

ル棚｣構造
註8）

の技術上の問題検討にあたっている。

・「金属製床構造」：ユニテ全住居の床を構成する、金属製の

梁部材、｢鉛ボックス｣と称する
註9）

支持部品、木製の裏板張り

の製造からそれらの組立施工までをJPが請負う。総数の7割

を占める書簡には、不足原材料(鋼鉄)の調達、CMF
註10)

の不完

全な施工による工事遅延と増加費用、及び梁に発生した錆へ

の問題対応が述べられていた。

・｢キッチン設備｣：全住居のシンクと作業台の製造及び施工

監督者をJPが請負う。鋳造下請け業者のソファル社による納

品遅延や品質欠陥により施工が遅れ、調整に翻弄されていた。

・｢住居内メゾネット階段｣:プレゼンテーション用の住居プ

ロトタイプの為の試作後、指名入札を経て全住居の階段の製

造をJPは請負った。最終塗装の色は、LCが決定している。

・｢金属ドアと附属部品｣・｢金属部品｣：それぞれ1通のみの書簡

には、JPの指名入札参加が記されている。

・｢浴室石鹸受け｣：AW
註11）

からの発注取止めを知らせる最終

書簡には、その理由の記載はない。以前の経緯により、MRUの

提示予算とJPの積算の不一致が起因と推測される。

・｢琺瑯引きシャワー用容器｣：プロトタイプ作製後、268個分

の見積書送付に留まり、製品発送を記す書簡は確認出来ない。

・｢エントランスからポンプ室へのタラップ｣:これに先立ち、
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脚註：

註1)『ル・コルビュジエとジャン・プルーヴェの協同-

その1-書簡の整理と考察』『ル・コルビュジエとジャ

ン・プルーヴェの協同-その2-ドンクール飛行クラ

ブの設計過程の分析と考察』日本建築学会大会梗概

集,2004年、F-2.ｐ79｡ 註2）参考文献1）～14）｡ 註3）

参考文献15).16).17）｡ 註4)参考文献17）～24）。註

5)参考文献2).4).5).8).9).13).14).19).21).22).23).24)。 
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註7)参考文献15),23)。 註8）LCが構想したユニテの

全体構造。 註9)参考文献3）によると、LCとJPにより

命名された、住居単位の床構造とコンクリートの主

体構造を絶縁する為の鉛の詰め物である。註10)Con-

straction Modern Francais の略称.ユニテ建設の

第一次工程、鉄筋コンクリートフレーム工事を請負っ

た。 註11)アンドレ・ボジャンスキー（Andre Wogen-

sky）LCの助手を務める。 
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▼表2.ユニテ年表

年 月 ユニテ年表 年

1945 8 1945

12

1946

1946 11 前計画地正面、ミシュレ大通り沿い新地決定 1946 3

1947 3 工事現場での地質調査 1947 4

8

1947

10

10 1

2 公式入札

1948 2 着工 1948 原材料受取

9

4～8 ピロティーと高床の建設

1

1949 4 M.R.U、LC、AW間にて設計者雇用契約成立 1949 2
1949

3 2

6 5

IPNと小梁の納品 6 5

7 4 11 6 JP　詳細な部品設計
図送付依頼

1 7 JP　プロトタイプ用部
品発送

住居セルのプロトタイプ制作 4 AW　268個分の製造
依頼

1950

5

6 LC 着色の選定

JP　268個分の積算
書送付

8 9 金属基盤設置開始 8 JP 部材製造開始

6 10 JP 部材製品発送開始

10 入札参加の準備 7 12

1950 1950
1

12 構造フレーム建設終了.住戸建設開始
9 JP　収支問題の解決 4

1951 1 MRUが販売住戸を決定 1951
4

11 2 AW　製造注文依頼

10 側桁の設置

1 手摺固定のビスが未着 5 JP製造検討

3
5 鋳造品納品遅延継続

3 JP　32000個のビス送付 7 AW　発注取り止めの
連絡

暖房システムの最終採択 11

8 ファサードの色彩計画の検討
9 MRUへ工事遅延の報告

5 5

1951

9 10 6 10 AW　入札書類の送付 7

7 8

12 11 10 AW　製造注文依頼 11

1952 1 ランドスケープ作業始まる. 1952 1 11

1

2 現場の仮泊舎解体 2 納品の遅延 5 JP　見積り送付

6 シンク265発送 10 JP　製品発送

1952

7・8 テナントの設置
8 キッチン組立の職人現場

到着
5

9 シンク納品日の確認

10

3 3

4
4

▼表4.LCとJPの協同項目別年表

1954

AW　MRUへJPを指
名入札申請

JP　図面による製造
検討

AW　プロトタイプ用部品製造依頼

1949

1954

AW　見積りの承認

JP　発送明細書送
付

AW　製造注文依頼

※文献に記載されている協同

LC　ボトル棚システムの特許申請の為の助力依頼
(※ Ⅰ-2）

LC　JPへボトル棚システムの問題点指摘と検討会議
(※ Ⅰ-2）

LC　JPへ問題解決策の問題点指摘

1951

LCとＪＰの協同項目別年表

JP　受注の返事

1951

AW　製品受領

JP　発送明細書送付

JP　見積り書の送付

1954

AW　JPへ幼稚園内設計図送付　・JPのプラン提示
と見積り送付の依頼

AW　家具カタログ送付依頼

キッチン設備

浴室石鹸受け

幼稚園内の家具

金属部品

金属ドアと附属部品

都市復興省依頼により、マルセイユで最初のエ
スキス

MRUよる市長にマルセイユでのユニテ建設決定
の知らせ

第一次6工事の入札. C.M.Fが鉄筋コンクリート
構造建設を委任される。

LC参列のセレモニーにおいて、マルセイユ市長
ジャン・クリストフォール（Jean Cristofol）に
よる定礎。施工計画は12ヶ月間を費やし決定。

大統領夫人ヴィノン・オリオル（Vinent　Aurio-
l）の視察

省令により”実験的建造物”としての建築許可証
の免除を承認

LCによるマルセイユのユニテ活用法についての
提案

AWの新プランにより、同年10月初旬にユニテの
引渡しが設定される。

MRUによって、ユニテ敷地内に学校の設置を依頼
される。建物の17階への設置が検討される。

ウージェンヌ・クロディウス・プティ（Eugene 
Claudius Petite） 大臣によるユニテ落成式.

国務院により、la Societe pour Esthetique 
generale de la France の申請書が受け入れら
れる。

ベルガム（Bergame）の7回目CIAMの参加者が現場
を視察la Societe pour Esthetique generale 
de la Franceの申請書

AW→JPへキッチン・ユニッ
トについて技術上の質疑
応答

JP住居のプロトタイプ
用3階段作成依頼受ける

JP 300セットの見積額
提示

AW JPへ手摺の設計図を
送付

AW MRUへ指名入札の申
請

AW MRUへJPの請負見積
報告書提出

JP AWへ階段設置向き、
部材、施工請負内容の確
認

JP 金属部品の納品終了

1500の木製踏み板を施
工

MRU　金属部品と木製踏
み板の受領確認

屋上庭園内EV機械

室への渡り階段

床工事の終った階への
部品搬入

LC　階段設置後の塗装
を決定

住居内メゾネット
階段（※ Ⅳ）

琺瑯引きシャワー

用容器

JP　LCAのPYと見積り
の検討

JP　MRUとの構造の質
疑応答

梁・鉛ボックス製造．
小梁受注

48年4月の原価報告書
の検討（薄鋼板の計
算方法）

ＪＰ製造の小梁・IPN
製品詳細提示

住居プロトタイプの
床施工

現場での部材野外ス
トック問題発生

骨組み設置開始の召
集

プロトタイプの施工
により問題点把握

階段以外のプロトタ
イプ完成LCが最終チ
ェックと装飾

CMFの施工問題から床
基盤の設置遅延予測

施工遅延によるＭＲ
Ｕへの請求金額の未
払い

ベリタス社からの薄
鋼板塗装検査結果

部材の錆び発生の対
応

最上3階の床工事を残
す

AW　JP床工事終了の
知らせ

総工事原価費明細書
の確認

決済のための、MRUに
よる費用明細書検査

JP　AWへMRUからの工
事費決済の確認 E・ホールからポン

プ室へのタラップ

JP施工指揮の依頼を受け
る
資材アルミニウムについ
ての検討

第一製造工程の鋳造品未
着の連絡と督促

アルミ製梁は受領済みの
知らせ

キッチン・プロトタイプの
作業進捗確認

仕切り棚の配膳台の問題
点検討（☆Ⅲ-2）
キッチンBプロトタイプの
マルセイユへの発送

シンク製造の報告と原料（金
属）入手の知らせ（※1Ⅲ-1）

キッチン設計者タリド
(TARIDO)氏の現場到着

鋳造品納入業者（ソフ
ァル社）へ対策連絡

金属製床構造

（※ Ⅲ）

計画初期段階

のアドバイス

JPが作成した｢屋上庭園内EV機械室への階段｣をLCが好み、同

種類の製造依頼を行ったとのAWの記載がある。

・｢幼稚園内の家具｣：JP社の家具カタログ発送の依頼後、製

品プランと見積り提示の依頼に留まり、その後の経緯は簡

からは確認出来ない。

3-2-3.ユニテ建設と協同項目の比較

　表2と表4から、ユニテの建設決定直後である1946年初頭

の建築計画の参加に始まり、1947年末から1950年まで続く

金属製床構造工事、その終盤から、住居内メゾネット階段及

びキッチン設備、1951年以降、ユニテ竣工の1952年に至るま

で、キッチン設備と重複しながらの住居内の設備製品と2種

の階段の製造、と絶え間なくユニテの建設に携わっている。

4.考察

文献調査と書簡の整理から新たに確認された協同過程によ

って、JPは、終始ユニテの建設に関っていた事が明らかであ

る。最終的に具体化されたJPの実績は、11項目中5項目に留ま

り、金属部材・製品の大量生産製造に集約されるが、入札への

指名や発注の継続性、また技術的アドバイスを求める姿勢か

ら、LCは、自身の意図を金属製品として具体化できる製造業

者として、JPを重要な協力者としていた事が推測できる。

5.まとめ

　文献と往復書簡を通して、ユニテにおけるLCとJPの協同に

ついて整理を行った。

　以上より、LCが、金属部材と製品の大量生産の1手段として、

JPの生産技術を用いながら、ユニテにおいて建築の工業化を

行っていた事がわかった。

※本論は、平成16年度卒業研究生奥村千夏氏により作成された卒業論文

を加筆・修正したものである。


